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研究成果の概要（和文）： 本研究は、都市成長の原動力のひとつである衣料文化生産が、衰退傾向にあった街
区の成長を促すと、その後どのような社会過程を産み出すのかという問いを、現代都市社会学の観点から考察を
深めてゆくことを目的としたものである。
　高級街区・表参道と、都市細街路・裏原宿は、都市空間の記号価値生産をつうじて、空間の交換価値を産み出
すための不動産投機が過熱している。表参道界隈の高級街区や都市細街路のビルが、経済的利益を生み出し続け
る手段とされている。都市衣料文化生産とグローバル経済が結びついたことを見いだし、都市社会学の文脈で考
察を深めた。これが本研究の概要である。

研究成果の概要（英文）： This paper is uncovering the change of the Main Street and close alleys of 
backside in Omote Sando District Tokyo, from the standpoint of the sign value of urban space and 
investment.The first, the close alleys were residential street until the 1980s. However, from the 
1990's, the close alleys changed to the global hub of upscale clothing design. This change generated
 a sharp image of the Omote Sando with the magazine exclusively for fashion. The second, bright 
image of this district attracted many investment companies. The investment companies and large 
company of upscale clothes are making some spatial renovation of the buildings. These processes make
 the land prices in the Omote Sando raised slowly until now. 
 This finding makes sign value of urban space secure connection to the global economy the investment
 leads. The significance of this research is discussing sustainable urban growth, cultural 
production and global urban Sociology.

研究分野：社会学（都市社会学）

キーワード： 都市社会学　都市衣料文化生産　地域社会　不動産投資　グローバル経済

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
それは高級衣料文化生産と投資を結びつけた、現代都市社会学研究としての学術的意義である。本研究が調査対
象地としてきた、高級街区・表参道を事例とした調査を行ってきたところに、研究の独創性を見いだすことがで
きる。
　つぎに本研究は、空間の記号価値を意図的に生産し、絶え間ない更新が行われる。それにより交換価値が生み
出されることを捉えた。それによりグローバル高級衣料ブランド巨大資本の金融不動産部門への参入を明らかに
できた。そこにグローバル都市、都市文化生産と、空間の生産を結びつけた現代都市社会学としての理論的意義
がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
  先進諸国では１９７０年代のオイルショックをきっかけとし、大量生産体制の危機を迎えた。
それまで先進諸国の経済成長を支えてきた各種製造業の工場は閉鎖され始め、新興国を中心と
した海外生産に転じた。この現象は、衣料産業にも大きな影響を与えた。 
１９８０年代以降の衣料産業では、グローバルな再編のもと、都市間分業体制が発達してきた。
衣料そのものの製造は新興工業諸国の都市で行われる傾向が強まり、衣料の付加価値を決める
デザインは、とりわけ先進国諸都市で行われるようになった。その拠点となった東京都渋谷区神
宮前の都市細街路・裏原宿は元来住宅街であったが、１９８０年代後半の土地資産バブル期に地
価が高騰すると、固定資産税や相続税の支払いに苦慮する住民が発生し、その多くは開発業者に
土地建物を高額で売却して他の場所に移住した。一方で住み続けることを選択した地元住民は、
家屋を低層ビルに建て替えた。そしてテナントとして、分業体制の進んだアパレル業界において
グローバルに活動する純粋生産指向のデザイナーや、セレクトショップを入居させた。 
 同じ頃、高級街区・表参道では、グローバル高級衣料ブランド大資本（以下、大資本と表記）
の路面店や日本法人の事務所が集積し始めた。大資本は１９８０年代、グローバルに拡大したデ
ザイン、製造、流通、販売過程を、自社内部で一括管理することが困難になっていた。その結果、
従来自社内部で対応してきた部門の外部委託が活発化した。そこで、純粋生産志向であるがため
に経済的基盤の安定しない、先進国諸都市の細街路を拠点とするアヴァンギャルド系（前衛的）
デザイナーに対し、大資本からのデザイン委託の頻度が高まったのである。 
 アヴァンギャルド系の衣料デザイナーたちは、世界五大コレクションに出展するための純粋
生産活動に必要な経済的資源を得るために、大資本デザインの研究開発を行ってきた。こうして、
衰退傾向にあった細街路が、衣料デザインのグローバルな研究開発拠点へと変容したのである。 
 地元住民は、上述のデザイナーの事務所や個人事業主により経営されているセレクトショッ
プを入居させ、家賃収入をもとに税金を支払いながら、金融資産を増やすことができた。こうし
て家主・地権者となった地域住民が、衣料デザインのグローバルな研究開発拠点機能を下支えす
ることとなった。同時に、衣料文化生産者である高級衣料デザイナーやセレクトショップの経営
者が、地権者としての地域住民の日常生活を支えるようになった。 
 つまり、高級衣料文化生産者によるグローバルな純粋生産（定義は後述）と、地域住民による
ローカルな日常生活が、相互に依存しあっている。このことが、住宅街であった都市細街路を、
ファッションストリートとして発展させる重要な要素となってきたのである。 
 そして２０００年代に入ると、グローバル経済をけん引する不動産投資法人が、東京都渋谷区
神宮前の都市細街路に集まる高級衣料デザイン部門、小売部門や衣料関連メディア部門をグロ
ーバルな流行を生み出す主体として評価し、投資を開始した。不動産投資法人はこのエリアで低
層ビルを投資物件として取得してきたが、オーナーであった住民を借り手にするなどの専門知
識を駆使した土地資産運用を開始する事例が、現地調査から明らかになっている。都市細街路・
裏原宿に高級衣料のグローバルな純粋生産と、派生型グローバルな流行となる衣料デザインを
行う事務所が集積したことで、この地域では、町会、商店会という地元住民を母体とした組織と
衣料デザイナー、そして都市コンサルタントや不動産投資法人が結びついた新しい地域集団が
形成されている。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究は、グローバル経済の成長により生まれた高級街区と、その裏にある、衣料デザインの
グローバルな拠点として社会的、文化的、経済的に成長した都市細街路が、具体的にどのような
体験をしてきたのか。本研究はこの問いを明らかにし、都市社会学の文脈で考察を深めることを
目的とするものであった。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究の調査対象地は、東京都渋谷区神宮前２丁目から６丁目の元来住宅街であった細街路
である。なお、現在の神宮前１丁目は旧竹下町で、現在の竹下通りがある地域に該当する。神宮
前２、３、４丁目は旧原宿、神宮前５、６丁目は旧隠田（穏田）である。隠田は神宮前の南側で、
渋谷駅に近い。旧原宿と旧隠田に該当するエリアに現在、高級衣料デザイン事務所や高級ブラン
ド衣料小売店舗が集まっている。なお神宮前３、４、５丁目は、東京都港区南青山にも近接して
いる。また神宮前６丁目は渋谷区渋谷、渋谷区東という場所にも近接している。 
 ２０２２年１月１日時点の町丁目別人口は、神宮前１丁目が１９２９人、２丁目が３４３３人、
３丁目が３０６７人、４丁目が１１０５人、５丁目が１９８０人、そして６丁目が９０４人であ
る（２０２２年１月１日現在、東京都渋谷区「住民基本台帳に基づく人口」）。 
本研究は、事例として以下の三つに焦点をあてる。一つめの調査対象は、都市細街路・裏原宿を
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拠点とする、東京のアヴァンギャルド系の衣料デザイナーである。アヴァンギャルド系とは、１
９８０年代にベルギー・アントワープで興隆した、商業主義に傾倒したファッション業界、とり
わけオートクチュール に対する批判的価値観を持つデザイナーたちが生み出した衣服デザイン
系統のことである（高木・東京オペラシティアートギャラリー編, 2008）。 
 １９８０年代以降、このアヴァンギャルド系を生み出したデザイナーたちは、パリ、ロンドン、
東京やニューヨークといった先進国諸都市にデザイン事務所を構えた。とりわけ彼らの事務所
は、大資本高級ブランド企業が立地する街区近隣の細街路に所在している。彼／彼女らは、作品
としての衣料デザインを国際的に発信しつづけることで、世界諸都市のデザイナーのあいだで
グローバルなネットワークを形成してきた。そこを基盤とし、これまでにない芸術性を備えた、
非通念的であった衣料デザインが、グローバルに普及し始めている。 
 一つめの調査対象者への調査方法は次のとおりである。東京都渋谷区神宮前の細街路調査に
際し、筆者は、２００２年３月から２００３年３月まで、南青山３丁目のカフェレストラン「Ｆ」
の立ち上げスタッフ・料理人として深夜の時間帯に参与した。このさい、当店のオープンに関わ
ったひとびと、店舗の常連客である衣料デザイナーにインタビューを行ってきた。 
 また深夜の料理人を辞めたあとも、深夜の常連客として通い、客であるデザイナーたちにイン
タビューを行った。調査における標本抽出の方法は、この店にあつまる友人・知人や、彼／彼女
らの伝手をたどるスノーボール・サンプリングによるものである。 
 筆者は、１２０名ほどのファッションデザイナー、ブティック経営者、カフェ経営者、ジャズ
ミュージシャンやクラブＤＪと接触した。筆者は調理の休憩時間帯、「Ｆ」のスタッフとして、
この店に来店するアヴァンギャルド系のデザイナーたちと話をする機会を得てきた。 
 筆者は、研究のために店で働いている旨を客や客の友人に伝え、彼／彼女らと友人関係を形成
した。そして半構造化面接と非構造化面接によるヒアリングをつうじ、彼／彼女らの活動内容を
記録してきた。ヒアリングの大半は、「Ｆ」のオーナーであるヒロキ（仮称。当時 35歳）の外出
時に同伴した際に行われたものである。 
 二つめの調査対象は、メガバンク系不動産投資法人とグローバル高級ブランド巨大資本であ
る。２０１３年から 16 年にかけて、神宮前（旧原宿・隠田）の都市細街路において、不動産投
資法人とデベロッパーを対象に、投資を行う方法について調査を行った。さらに筆者は、大手不
動産企業社員や大手商社社員への聞き取りや地元の資料調査を行い、文献を通じて不動産投資
信託に対する理解を深めた。 
 この対象には、２００２年から 15 年まで、高級ブランド衣料品店や高級衣料デザイン事務所
などに対して調査を行った（２００８年から 18 年にかけての調査は断続的に行われた）。まず、
衣料デザイン事務所と衣料小売企業向けのフィナンシャルプランナー（現在は福岡市在住。週２
回東京へ向かう）への半構造化面接によるものである。そればかりでなく、コンサルティング企
業の代表取締役に対し、半構造化面接を行った。それにより、衣料文化生産街区における不動産
投資に関する情報を得た。 
 これらの聞き取り場所は、２００８年から 16 年３月にかけては、六本木西麻布交差点付近に
所在する、高級衣料ブランドのプレスリリーススタジオで行い、その後は、東京都渋谷区神宮前
の細街路にあるカフェレストラン「ロータス」で行った。２０１６年４月から今日までは、筆者
と彼／彼女らにとって利便性の高い、天神ＶＩＯＲＯ（三越伊勢丹系の商業施設）のコーヒーシ
ョップや、西鉄福岡駅のソラリアステージ内のコーヒーショップであった。 
 聞き取り結果に関しては、マニラ在住のフィナンシャルプランナーや、コンサルタントからの
説明とＲＥＩＴに関する文献を照合し、ズレが生じていないかどうかについて確認を行った。 
三つめの調査対象者は、東京都渋谷区神宮前における地元の住民である。筆者は、東京都渋谷区
神宮前の住宅街に長い間住んできた人々に対しても調査を行った。 
まず２００５年１月 26 日に、神宮前６丁目に住む元隠田町会長のＴ氏に調査を行った。隠田住
民会館にあつまる地域住民とともに、半構造化面接によるものである。この日会館に集まったＴ
氏と住民たちは、青山学院大学経営学部教授の井口典夫教授から紹介してもらった人びとであ
る。 
 次に、２０１１年３月７日、10 月８日と 12 年９月 13 日に、神宮前６丁目に住む、前隠田町
会長のＳ氏への調査を行った。半構造化面接を実施した。実施場所は、神宮前６丁目に所在する、
彼の経営する不動産屋兼婦人服店である。筆者は２０１０年代初頭から、表参道原宿地区のなか
で唯一の商店街として位置づけられてきた「隠田商店街」が存在していた神宮前６丁目（旧隠田）
の町会長と、隠田商店会長を務めた男性（現在は地元不動産業者）、および表参道の裏側に拡が
る都市細街路に住む地元住民に対し、聞き取りを行ってきた。聞き取り実施の場所は、神宮前６
丁目に所在する不動産屋兼婦人服店や、近所のコーヒーショップである。２０１１年における調
査内容は、隠田の過去の商店街から現在までの空間変容過程における地元住民の役割であった。
なお神宮前６丁目に、旧原宿の住民や、旧・隠田の住民が定期的に会合を行う大きな集会所があ
った。また旧・隠田に都市銀行退職者が２名住んでおり、土地資産の運用に長けた知識を保有し
ていた。それゆえ調査対象者のうち、神宮前６丁目の住民が多くを占めている。 
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４．研究成果 
 
 高級街区・表参道では、グローバル高級衣料ブランド大資本（以下、大資本と表記）の路面店
や日本法人の事務所が集積し始めた。大資本は１９８０年代、グローバルに拡大したデザイン、
製造、流通、販売過程を、自社内部で一括管理することが困難になっていた。その結果、従来自
社内部で対応してきた部門の外部委託が活発化した。そこで、純粋生産志向であるがために経済
的基盤の安定しない、先進国諸都市の細街路を拠点とするアヴァンギャルド系（前衛的）デザイ
ナーに対し、大資本からのデザイン委託の頻度が高まったのである。 
 アヴァンギャルド系の衣料デザイナーたちは、世界五大コレクションに出展するための純粋
生産活動に必要な経済的資源を得るために、大資本デザインの研究開発を行ってきた。こうして、
衰退傾向にあった細街路が、衣料デザインのグローバルな研究開発拠点へと変容したのである。 
地元住民は、上述のデザイナーの事務所や個人事業主により経営されているセレクトショップ
を入居させ、家賃収入をもとに税金を支払いながら、金融資産を増やすことができた。こうして
家主・地権者となった地域住民が、衣料デザインのグローバルな研究開発拠点機能を下支えする
こととなった。同時に、衣料文化生産者である高級衣料デザイナーやセレクトショップの経営者
が、地権者としての地域住民の日常生活を支えるようになった。 
 つまり、高級衣料文化生産者によるグローバルな純粋生産（定義は後述）と、地域住民による
ローカルな日常生活が、相互に依存しあっている。このことが、住宅街であった都市細街路を、
ファッションストリートとして発展させる重要な要素となってきたのである。 
 そして２０００年代に入ると、グローバル経済をけん引する不動産投資法人が、東京都渋谷区
神宮前の都市細街路に集まる高級衣料デザイン部門、小売部門や衣料関連メディア部門をグロ
ーバルな流行を生み出す主体として評価し、投資を開始した。不動産投資法人はこのエリアで低
層ビルを投資物件として取得してきたが、オーナーであった住民を借り手にするなどの専門知
識を駆使した土地資産運用を開始する事例が、現地調査や先行研究などから明らかになってい
る。 
 １９８０年代の土地資産バブルの盛衰以降、高級街区・表参道と、その裏側に拡がる住宅街で
ある都市細街路「裏原宿」は、グローバルな衣料文化生産を原動力とした都市成長を経験した。
そして現在、グローバル経済をけん引する投資が、表参道と裏原宿における都市の経済的成長を
引き起こしている。こうして高級街区・表参道と都市細街路・裏原宿が、投資と強く結びつき始
めた。 
 都市細街路・裏原宿に高級衣料のグローバルな純粋生産と、派生型グローバルな流行となる衣
料デザインを行う事務所が集積したことで、この地域では、町会、商店会という地元住民を母体
とした組織と衣料デザイナー、そして都市コンサルタントや不動産投資法人が結びついた新し
い地域集団が形成されているのである。 
 １９８０年代以降の衣料産業では、グローバルな再編のもと、都市間分業体制が発達してきた。
衣料そのものの製造が新興工業諸国の都市で行われる傾向が強まるいっぽうで、衣料の付加価
値を決めるデザインは、先進国諸都市で行われるようになった。高級街区・表参道と都市細街路・
裏原宿がその舞台であることを、本研究は描いてきた。 
 とくに衣料デザインの現場では、世界中のひとびとや場所とつながる想像力が重要となる
（Appadurai, 1990=2002）。その源泉となっているのは、デザイナーやバイヤーたちがその活動
を通じて作り上げてきたグローバルなネットワークである。本研究で紹介したように、彼／彼女
らはファッションを基軸としながらカフェの経営も行い、自分たちのコンセプトが色濃く反映
された場所を形成してきた。そうした場所において時にはリアルな交流も行いつつ、都市細街路
に形成されたファッションの下位場では、あたかも裏原宿とアントワープが同期するような感
覚が醸成され続けてきた。 
 つまりピエール・ブルデューが言うところの、「場（Champ）」という想像上の社会空間をもと
に、グローバルな高級衣料生産の場が形成されているのである。この想像上の社会空間であるグ
ローバルな場を想起する高級衣料文化生産者は、グローバルな純粋生産と派生型大量生産をコ
ントロールしながら、衰退傾向にあった都市細街路を、「裏原宿」として成長させてきたのであ
る。 
 そして現在、高級街区・表参道と都市細街路・裏原宿は、投資と強く結びつき始めた。サッセ
ンが言うところのグローバル都市では、金融派生商品という投資が産み出されている。 
こうして、グローバル経済のコントロール機能に必要不可欠な知識生産に、高級衣料文化のグロ
ーバルな純粋生産と大量生産（流行の生産）、すなわち文化生産が結びつきながら、高級街区・
表参道と都市細街路・裏原宿が持続的都市成長を続けている。 
 ただし、こうした都市の持続的成長は、長続きしないこともあり得る。本研究が事例としてき
た高級街区・表参道と都市細街路・裏原宿では、高級衣料文化生産者、セレクトショップの個人
事業主や地域住民だけでなく、外資系高級ブランド大資本、巨大資本や投資家までの利害が一致
した。それにより、グローバル経済に外資系高級衣料巨大資本が参入する流れに乗ることになっ



4 
 

た。現在の裏原宿の地域住民がオーナーである低層ビルのなかには、ＲＥＩＴの対象となった物
件もあるが、地域住民も高齢化している。渋谷駅や新宿駅周辺の大きな再開発が進む中、いつま
で投資家が、表参道や裏原宿に大きな期待を持ち続けるかは分からない。表参道や裏原宿におけ
る都市成長の持続性については、継続的な調査を行い、都市の持続的成長に関する理論的考察を
深める必要がある。 
 シカゴ学派都市社会学の登場以降、都市社会学者は長いあいだ、都市の成長が何を生み出すの
かという問いにたいする答えを追求してきたしかし１９８０年代以降、グローバル経済の進行
により、工場が新興工業国へ移転し、大都市の衰退を促した。こうした社会背景のもと、現代の
都市社会学においては、何が都市成長を促すのかという切実な問いにたいする答えをも追求し
始めている。 
 近年の都市社会学においては、芸術生産や衣料文化生産が都市成長の原動力となるという視
点から、ニューヨーク、シカゴやミラノの中心部を事例とした先行研究が蓄積されてきた。 
そこで本研究は、東京都渋谷区神宮前における都市細街路が、衰退傾向にあった住宅街から衣料
デザインのグローバルな拠点へと変容し、その後、都市細街路・裏原宿と高級街区・表参道の土
地建物に対する投資が活発になった過程を明らかにした。衰退傾向の都市細街路が持続的に成
長する原動力として、都市衣料文化生産がグローバル経済を牽引する投資を促し、それを支える
土台として、地元地域住民によるまちづくりが重要な役割を果たしてきた。 
 まず、都市衣料文化生産が、サッセンが言及したデリバティブに必要な投資と結びつく。さら
に、まちづくりを通じてその土台となってきた住民が、投資のプレイヤーとしての側面をもつよ
うにもなる。 
 こうして本研究は、地元住民により形成されたローカルな地域社会と、グローバル経済を牽引
する投資に着目し、衣料文化生産が、都市再成長の原動力となる過程を見いだした。それゆえ本
研究は、サッセンが述べたグローバル都市、都市衣料文化生産と、地元地域社会を結びつけた現
代都市社会学研究として、学術的に位置づけられる。 
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